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十
月
三
十
一
日(

月)

横
浜
市
技
能

文
化
会
館
に
て
神
奈
川
施
保
連
主
催

の
「
あ
る
べ
き
施
設
像
」
研
究
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

千
葉
県
、
栃
木
県
か
ら
も
３
名
の

特
別
参
加
者
を
含
め
て
四
十
一
名
の

参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

は
じ
め
に
嶋
田
神
奈
川
施
保
連
副

会
長
か
ら
事
前
情
報
提
供
を
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
で
午
前
中
約
二
時
間
三
十
分

に
わ
た
っ
て
ス
ラ
イ
ド
映
写
に
よ
る

次
の
よ
う
な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
.

(1)
神
奈
川
施
保
連
の
こ
れ
ま
で
で
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て

①
障
害
者
自
立
支
援
法
の
影
響
な
ら

び
に
利
用
者
の
地
域
生
活
移
行
等

に
関
す
る
問
題
点

②
施
設(

法
人)

な
ら
び
に
国(

行
政)

に
対
す
る
提
言

(2)
「
社
会
保
障
と
税
一
体
改
革
」

の

ウ
ソ

①
一
体
改
革
の
内
容

②
一
体
改
革
を
ど
う
読
む
か

(3)
「
税
制
抜
本
的
改
革
」
に
異
議
あ

り
(4)
「
障
害
者
総
合
福
祉
法(

仮
称)
」

骨
格
提
言
は
「
絵
に
描
い
た
モ
チ
」

で
終
わ
る
か

①
骨
格
提
言
の
主
要
点

②
骨
格
提
言
を
読
ん
で
感
じ
る
こ
と

以
上
の
事
前
情
報
の
提
供
を
受
け

た
後
。
昼
食
と
な
り
ま
し
た
。

昼
食
後
は
次
の
３
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
、
は
じ
め
に
司
会
と
記
録
と

発
表
者
を
決
め
て
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

●

第
１
グ
ル
ー
プ

「
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
現
状
と
問

題
点
は
何
か
、
ま
た
家
族
会
等
と

し
て
ど
う
対
応
し
て
い
る
か
」

●

第
２
グ
ル
ー
プ

「
地
域
生
活
移
行
」
と
は
何
か
。

そ
し
て
利
用
者
に
と
っ
て
必
要
条

件
は
何
か
。

●

第
３
グ
ル
ー
プ

「
入
所
施
設
存
続
の
必
要
性
」
に

つ
い
て
説
得
力
の
あ
る
ア
ピ
ー
ル

は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。

以
上
、
各
グ
ル
ー
プ
13
〜
14
名
で

約
90
分
間
で
意
見
交
換
を
行
い
、
そ

の
後
各
グ
ル
ー
プ
15
分
の
持
ち
時
間

で
討
議
内
容
を
発
表
し
、
質
疑
応
答

を
行
い
ま
し
た
。

～知的障害者を取り巻く諸問題～

情報提供と
グループ討議

グループ1

Ⅰ 利用者サービスの現状問題点

1.ハード面の充実（個室化など）

その他、老齢化・高齢化対応

2.日中活動・余暇活動のきめ細かな支援体制と実行
3.ヒヤリ・ハット（投薬・他害など）

4.一般的な日常生活支援が不十分

（入浴・食事・余暇活動・排泄介助・医療など）

グループ1
Ⅱ 家族会としての対応
1.家族会と施設は車の両輪（保護者・家族会
と施設職員）
①情報交換の常態化（利用者の生活実態の
改善を中心として）
②家族会会員同士のコミュニケーション

結果として利用者の生活を安心、安全充実し
たものにする。家族として自分の子弟を安心
して施設に託せる。

グ
ル
ー
プ
の発
表
概
要
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グループ２
以下の条件が確保できれば、地域生活移行を認めて
も良い。
①本人が生き生きと暮らせること
②金銭的に入所施設と同額であること
③職員の質・数を確保できること
●入所施設も地域の一部として、そのセンター
的役割を果たすこと。
●小規模（地域移行）より大規模施設の方が効
率的で安心である。
●地域社会の理解のレベルアップのための事業
を推進することと。

グループ３
1.入所施設が必要な理由
①知的障害者の中には、地域で暮らすことが不
可能な人がいる。地域移行しても不適応の場
合や、高齢化・病弱化が進行することによっ
て、施設での生活が必要になる。
②知的障害者の中には、健常者が考えも着かな
い行動（強度行動障害など）を取る人もいる
ため、施設での生活が絶対に必要である。
③知的障害の「特性を踏まえた生活支援として、
入所施設が必要である。

第３G 第２G 第１G

●
入
所
施
設
で
日
々
行
っ
て
い
る
世
話

に
つ
い
て
、
単
価
表
に
基
づ
い
て
請

求
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
単
価
表

が
み
え
な
い
。
そ
の
た
め
、
風
呂
に

入
れ
る
人
、
入
れ
な
い
人
が
い
る
。

何
が
平
等
か
わ
か
ら
な
い
。

●
介
助
が
で
き
な
く
な
り
、
風
呂
に
い

れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

●
職
員
の
半
分
が
素
人
で
あ
る
。
素
人

の
人
に
引
継
い
で
問
題
な
い
か
と
心

配
で
あ
っ
た
が
若
い
人
は
よ
く
理
解

し
て
く
れ
て
い
る
が
、
経
験
者
の
動

き
は
悪
い
。
慣
れ
て
い
る
せ
い
か
。

●
園
か
ら
の
報
告
で
は
事
業
報
告
の
み

で
、
変
わ
っ
た
報
告
は
な
い
。

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
色
々
や
っ
て
く
れ

る
。
し
か
し
、
今
は
集
ま
ら
な
く
な
っ

た
。

●
あ
る
園
生
の
意
欲
及
び
高
齢
化
が
問

題

●
親
の
高
齢
化
に
伴
い
、
保
護
者
が
兄

弟
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

●
強
度
行
動
障
害
者
、
重
度
の
人
が
入

れ
る
病
院
が
な
い
。

●
施
設
内
の
部
屋
を
個
室
に
し
て
欲
し

と
要
請
し
て
い
る
。

●
職
員
の
ス
キ
ル
、
職
員
不
足
、
施
設

運
営
の
問
題
、
人
権
擁
護
の
観
点
か

ら
も
う
少
し
や
っ
て
も
ら
い
た
い
。

●
全
体
（
全
般
）
サ
ー
ビ
ス
等
の
保
護

へ
の
伝
達
。
施
設
と
保
護
者
会
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
一
つ
の
課

題
で
あ
る
。

●
午
後
な
に
を
や
っ
て
い
る
か
、
み
え

い
。

●
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
が
あ
る
。
薬
の
飲

方
及
び
薬
の
飲
み
忘
れ
。

●
問
題
と
し
て
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の

設
が
老
朽
化
し
て
お
り
、
修
理
費
用

が
か
さ
む
。

●
部
屋
は
大
部
屋
方
式
で
あ
る
。
利
用

が
３
年
間
で
３
名
亡
く
な
っ
て
い
る
。

千
葉
知
施
連
＝
市
川
さ
ん
他

●
施
設
経
営
者
と
の
話
合
い
が
大
事
で

る
。
施
設
と
信
頼
関
係
を
構
築
す
る

こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

●
職
員
は
親
達
が
育
て
る
。

施
設
の
職
員
会
議
に
家
族
会
の
会
長

が
出
席
し
て
い
る
が
、
必
要
な
事
だ

け
家
族
会
に
報
告
し
て
い
る
。

●
信
頼
関
係
が
あ
れ
ば
施
設
と
喧
嘩
に

ら
な
い
。

●
職
員
に
し
て
も
ら
い
た
い
事
を
、
親

仕
掛
け
て
活
動
す
る
。

●
お
風
呂
の
件
は
、
肢
体
用
の
お
風
呂

改
善
し
て
も
ら
う
活
動
す
る
。

●
市
の
経
営
の
た
め
、
毎
年
職
員
が
代
っ

て
い
る
。

●
施
設
の
部
課
長
と
の
信
頼
関
係
を
築

ば
、
家
族
会
の
要
望
等
を
伝
え
易
い

と
思
う
。

●
利
用
者
の
加
害
行
為
に
対
し
て
、

今
は
、
両
方
の
親
に
報
告
し
て
い

る
。

最
初
に
地
域
移
行
は
反
対
で
あ
る

と
い
う
強
い
意
見
が
出
ま
し
た
が
、

地
域
移
行
は
利
用
者
自
身
が
望
み
、

条
件
が
整
え
ば
移
行
し
て
も
良
い
の

で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
も
あ
り
、

集
約
が
難
し
か
っ
た
。

テ
ー
マ
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
切

り
口
で
進
め
る
か
を
話
し
合
っ
た
結

果
、
時
間
の
制
約
も
あ
る
の
で

①

な
ぜ
入
所
施
設
が
必
要
か

②

ア
ピ
ー
ル
の
方
法
を
ど
う
す
る
か

の
二
点
に
絞
り
込
ん
で
議
論
し
た
。

●

な
ぜ
入
所
施
設
は
必
要
か

（
理
由
）

①
知
的
障
害
を
持
つ
人
た
ち
の
中
に

は
、
障
害
程
度
が
極
め
て
重
い
あ

る
い
は
強
度
行
動
障
害
が
あ
る
こ

と
な
ど
の
た
め
、
地
域
で
生
活
す

る
こ
と
が
不
可
能
な
人
が
い
る
。

ま
た
、
一
旦
は
地
域
生
活
移
行
し

た
場
合
で
あ
っ
て
も､

高
齢
化
・
病

弱
化
が
進
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て､

地
域
で
の
生
活
が
困
難
に
な
る
こ

と
が
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
人
た
ち

に
と
っ
て､

入
所
施
設
が
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
と
し
て
必
要
で
あ
る
。

②
知
的
障
害
者
の
中
に
は
健
常
者
が

考
え
も
つ
か
な
い
行
動
（
強
度
行

動
障
害
）
を
と
る
ひ
と
も
い
る
た

め
、
施
設
で
の
生
活
指
導
が
絶
対

に
必
要
で
あ
る
。
施
設
で
な
く
て

は
生
活
出
来
な
い
人
が
大
勢
お
り
、

入
所
待
機
者
も
大
勢
い
る
。

③
知
的
障
害
者
の
「
特
性
を
踏
ま
え
た

生
活
支
援
」
と
し
て
入
所
施
設
が
必

要
で
あ
る
。

（
24
時
間
一
貫
し
た
内
容
の
支
援
が

受
け
ら
れ
る
、
昼
夜
を
分
離
し
な
い

支
援
施
設
）

④
入
所
施
設
は
地
域
の
福
祉
の
拠
点
と

な
っ
て
い
る
。

(

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
、
ケ
ア
ホ
ー
ム
の
支
援
な
ど
）

●
ア
ピ
ー
ル
の
方
法

（
意
見
と
し
て
出
さ
れ
た
も
の
）

①
入
所
施
設
の
実
態
を
見
て
も
ら
う
。

ど
の
よ
う
な
生
活
を
し
て
い
る
か
知
っ

て
も
ら
う
。

な
ぜ
必
要
な
の
かV

T
R

な
ど
に
よ
る

広
報
活
動
を
通
し
て
理
解
し
て
も
ら

う
。

②
デ
モ
行
進
を
行
な
い
国
会
に
陳
情
す

る
。
場
合
に
よ
り
、
ハ
ン
ガ
ー
ス
ト

ラ
イ
キ
も
視
野
に
入
れ
る
。

他
の
知
的
障
害
者
関
連
団
体
と
協
同

で
行
う
。

③
メ
デ
ィ
ア
が
採
り
上
げ
て
く
れ
る
よ

う
働
き
か
け
る
。

メ
デ
ィ
ア
に
採
り
上
げ
て
も
ら
う
方

法
を
考
え
る
。

④
決
起
集
会
を
行
な
い
、
入
所
施
設
存

続
の
必
要
性
を
訴
え
る
。

他
の
知
的
障
害
者
関
連
団
体
と
協
同

で
行
う
。

⑤
政
府
に
対
し
要
望
書
・
意
見
書
を
提

出
す
る
。

⑥
署
名
活
動
を
行
な
う
。

第
２
グ
ル
ー
プ

第
３
グ
ル
ー
プ

第
１
グ
ル
ー
プ

グ
ル
ー
プ
討
議
概
略


